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デフレからの脱却とインフレ時代への移行 

さらに広がる“モノの値上げ” 

この頃、「様々なモノの値段が上がっている」というニュースを耳にすることが増えてきまし
た。日本経済においては、９０年代以降、２０年弱にわたって「デフレ」が続いていましたが日
銀が2013年1月にインフレ年率2％を目標として掲げたことなどを背景に、日本はようやくデ
フレから脱却しつつあるようです。 

特に２０１４年以降、消費増税に加えモノの価格が上がっている事を実感される方も多いのでは
ないでしょうか。その背景には、円安の進行による輸入品の値上げや、物流費、人件費、電力価
格の上昇などがあります。今後も私たちの生活に身近なものから少しずつ価格が上がる予定と
なっているようです。インフレ時代への移行に備え、物価上昇も視野に入れてお金の価値を維持
する必要がありそうですね。 

＜モノの値上げに関連するニュース＞ 

ケンタッキーフライドチキン 
一部商品を１０円～３０円値上げ 

出所：日本ケンタッキー・ 
フライド・チキン株式会社HP 

【３月】 

東京電力や関西電力など電力１０社 
電気料金を一斉値上げ  

【5月】 

出所：ＪCASTニュース（2015/3/31） 

消費増税 
５％→８％へ 

【２０１４年８月】 

ユニクロ 
２０１５年秋冬物商品 

全体として平均１割程度値上げ 

【７月】 

出所：株式会社ファーストリテイリング 

出所：ＡＮＮニュース（2015/5/15） 

日本郵便 
ゆうパックの基本運賃を 

２３年ぶりに３０円～３２０円 
値上げ 

【８月】 

【これまで】 【今後】 

消費増税 
８％→１０％へ 

【２０１7年4月か？】 
消費税 

日用品 

外食 

食料品 

公共料金
など 

出所：各種報道 


